
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間に進めてきた「日本文化の伝統とそのよさ」についてお知らせします。 

岡山市文化財課の長谷川さんには教室での講義と実際に現地まで同行していただき説明をしてい

ただきました。五城地域には７５００年前にはすでに多くの縄文人が住んでおり，様々な土器や竪

穴式住居がつくられていました。それだけではなく，文化人しか持っていなかった「硯」や現在の中

華人民共和国で制作された竜の文様が施された弥生土器も出土。また写真①には鳥型の人物の絵が

描かれた土器。写真②にはひかり団地と小学校の間には道路工事にともなって一部切り取られた前

方後円墳。写真③には校庭の本物の石棺。知らなかった五城地域の過去の姿が見えてくるようでし

た。 

プールでわいわい 

水泳学習も始まり，子ども達は自分のめあてを

決めて，安全に気を付けて水泳に励んでいます。

「ばた足のときに膝や足首を伸ばしたい」「もう

少し遠くまで足をつかずに泳ぎたい」「息継ぎの

時に体が沈まないようにしたい」など，一人ひと

りが課題意識をもって学習に取り組んでいます。 

交通安全教室では，交通ルールや自転車の

安全な走行について学習しました。ふりかえ

りでは，「頭を守るヘルメットの大切さがわ

かった。」「運転手の死角となる場所がある

ことを知り，気を付けて走行したい。」など，

学んだことやこれからの生活で生かしたいこ

とを発表しました。 

交通安全教室 

写真①鳥型の人物の絵 

校長室に保管されている

五條地区出土の土器 

写真②ひかり団地と小学校の間に前方後円墳 
写真③ 

校庭にある本物の王の石棺 


